
実施地域 北海道札幌市厚別区 新さっぽろ（厚別中央）・もみじ台・青葉 事業費 400,000千円

実施主体 北海道札幌市 人口 37,405人（実施地域人口）

事業概要

・再開発が進む都市機能集積地「新さっぽろ」では、「コロナからの経済回復」と「持続可能性」を両立させる対策が求められている。
・新さっぽろ周辺の住宅地である「もみじ台・青葉」は、市内で最も高齢化率が高い課題先進地域（各50%・47%）であり、住民
とのワークショップ等からは、「新さっぽろ」と連携した生活支援や健康増進、コミュニティ活性化のサービスが必要とされた。

・本事業は、「新さっぽろ」と「もみじ台・青葉」の間を、データ連携基盤を活用したデジタル、またはアナログのサービスを活用して、両者
の分断を回避し、相互の発展に寄与する「新・さっぽろモデル」を3カ年で創出し、札幌市内全域への横展開を目指すものである。

取組内容（Phase1）

事業概要 “つなぐ、つむぐ、つくる”共創型スマートシティ「新・さっぽろモデル」

「データ連携基盤」と「タブレット」で「つなぐ」支援の輪～コミュニティ・地域・行政支援と「つなぐ」2023年度：Phase1

つながるステーション

● 自宅の専用端末でAIとの会話等を通じて、必要なサービスを受けられる
● オンライン上で健康チェックやコミュニティ活動を行いつつ、外出を促される

● 住宅地近隣の拠点として、生活密着型のサービスを受けられる
● バイタルチェックやリアルのコミュニティ活動に参加する

徒歩、バスでの移動

※1新・さっぽろモデル版CRM（Citizen Relationship Management）：活動データ分析に応じた情報・サービス提供や活動ポイント付与等により活動を促すデータ連携基盤上に構築する仕組み

【関係機関等でのデータ活用例】
・介護予防支援との効果的な連携
・見守り(民生委員活動)効率化
・町内会活動の活性化
・医療等サービスの最適化

・生活支援
・健康増進
・コミュニティ活性化

デジタル推進委員等による
実地・オンライン上での支援

活動の見える化（データ活用）
による地域でのトータルケア

新さっぽろ

● 付与される活動ポイントを飲食等に使用
● 飲食店と連携したIoTプランター収穫イベント

もみじ台・青葉

【新・さっぽろモデル版CRM（※1）】

「多様な市民・関係者が関わりあうことで、経済的・身体的・精神的にも潤い溢れている状態」を実現

「多様な市民・関係者が関わりあう」 ⇒KGI①協調的幸福感(LWCIより) 「経済的・身体的・精神的にも潤い溢れている」⇒KGI②個人の主観的幸福感(LWCIより)

各拠点にてログインに活用
個人認証で判明する住所や年齢
に応じたサービスを受けられる

Ⅴ SDGs貢献サービス
・フードロス商品提供サービスへの参加
・公共交通や徒歩での移動を促進

Ⅰ 生活支援サービス Ⅱ 健康増進サービス Ⅲ コミュニティ活性化サービス Ⅳ 周遊レコメンドサービス(経済回復) Ⅴ SDGs貢献サービス

Ⅰ 生活支援サービス
・買物代行等のサービスマッチング
・移動販売バス
・イベントやセミナーの開催案内等

Ⅳ 周遊レコメンドサービス
・移動経路検索機能に周遊提案を追加
・バス・飲食一体プレミアムチケット
・観光･地域周遊特典クーポンの提供

Ⅲ コミュニティ活性化サービス
・IoTプランターとの情報連携
により地域のみんなで育成

活動実績に応じたレコ
メンド・活動ポイント・
地域貢献の可視化等
により、更なる活動を
促進

移動販売バス

Ⅱ 健康増進サービス
・体重、血圧等バイタル測定
・健康チェック→健康体操提案
・健康相談


